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この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉
　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘 ……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．食　事

　12：45	 ８．会長挨拶並びに会長報告

	 ９．退会会員挨拶……井元　良彦 会員

	 10．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 11．幹事報告

	 12．出席報告

	 13．委員会報告

	 14．ニコニコボックス報告

	 15．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 （７/12）……クラブ協議会

	 	 各委員長事業計画発表

	 	 ※第４四半期皆出席表彰

（出席委員会）

	 （７/19）……休会（法定休日）

２．クラブ協議会 ………〈司会：幹事〉

　13：00	 １．開会の言葉………〈司　会〉

	 ２．新理事挨拶………〈各理事〉

	 ３．閉会の言葉………〈司　会〉

	 16．点　鐘 ……〈会　長〉

	 17．閉会宣言

　13：30　18．散　会

出 席

会員総数　89名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　80名

欠席　10名　　出席率 87.50％

前々回（６／21）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）野村紀代彦君より世界会議のお土産をいただき

ました。

幹 事 報 告

１）７月５日現在の会員数は89名となります。

２）本日、例会終了後、理事役員委員長会議並びに

懇親会を三河湾リゾートリンクスにて開催致しま

す。バス希望の方は駐車場に車が来ますのでよろ

しくお願いします。

委 員 会 報 告

◦親睦活動委員会

１）本年度ゴルフ定例会の優勝賞品として希少価値

の高いヨーロッパデザインのテーブルランプを太

田会長より提供していただいております。たくさ

んのご参加をお待ちしております。
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退会のあいさつ

お 祝 い

７月の会員の誕生日…竹内一正、杉浦芳一、𠮷原孝彦会員。

配偶者の誕生日…内藤久子（耕造）、中村小冨士（美智雄）、

前田はつみ（孝司）、竹内奎子（一郎）、岡本節子（巧）、

加藤敬子（真治）、小川加奈子（耕示）様。

７月度入会記念日…加藤英二、竹内一正、中村美智雄、

神谷龍司、太田保、八木道之、高野基弘、加藤繁則、

盛田豊一、嶋津孝久、鈴木豊、酒部正博、水越彌生、

橘典子、兵藤文男、岩瀬正人、渡辺富香会員。

ク ラ ブ 協 議 会

今年度理事あいさつ

　１年間、よろしくお願い致します。

会 長 あ い さ つ

参議院選挙について
太田宗一郎

　民主党が政権をとってから、参議

院・衆議院をあわせて始めての選挙

が７月の11日の日曜日に行われ、即

日開票となっておりますが、ただい

まは、その選挙戦の真っ最中であり

ます。前回の衆議院選挙では自民党

支持より民主党支持へと雪崩現象を

起こすように軒並み民主党が勝ちました。そして、民

主党の鳩山政権が発足しましたが、決断力の無さ、普天

間基地問題、宮崎県での口蹄疫の拡大、さらには金権問

題等が重なり１年も持たずに退陣することとなりました。

マニフェストに掲げた諸問題が実行に移されて、心に

残っているのは、子育て支援のばらまき政策のみであり

ます。

　そして、菅政権に移って財政の建て直し等を所信表明

であげておられますが、消費税について税率を上げての

増税によるたてなおしと思われます。現に菅総理の口か

らは消費税の税率アップについての話も出てきておりま

す。しかし増税分の使用方法については何も語られては

おりません。私たちが汗水流して得た所得です。そして

所得にみあった生活を送っています。政府ももっと無駄

を省き、頭を使って効率よく税金を使ってほしいと思い

ます。

　景気対策が後回しにされて税収の増加は見込めるので

しょうか。数字の上では少しづつではありますが、景

気の上向き傾向でありますが、まだまだ景気の良くなっ

てきた実感はありません。むしろ中小企業にとっては正

念場はこれからといっても過言ではありません。もっと

しっかりとした景気の刺激策を行い、安定して各企業の

業績が上がれば、利益が出て、当然税収も騰がります。

そして雇用も増え、賃金も増え生活が安定してまいりま

す。果たして菅総理は選挙後景気政策は、どのように行

うのでしょうか。景気の上での日本沈没は是非避けたい

ものです。私たちの１票１票により生活しやすい世の中

になるのか、ますます厳しい状況になるのかの分かれ道

です。誰に投票するか、また、どの党に投票するか良く

考えて、７月11日の選挙には、国民の義務としてではな

く、国民の権利として１票を投じていただくようお願い

致します。

井元　良彦 会員

霜出　倶弘

副会長

加藤　真治
会計

竹内　一正

会場監督

鈴木　　豊

クラブ奉仕委員長

嶋津　孝久

会長ノミニー・職業奉仕委員長

加藤　哲也

社会奉仕委員長

杉浦　芳一

国際奉仕委員長

毛受　　豊

新世代委員長

杉浦　文雄

幹事
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第 １ 回 理 事 会

Ⅰ　会長挨拶	 〈会　長〉

Ⅱ　議　　題

１．各委員会の抱負および事業計画について

２．新入会員について	 〈幹　事〉

３．７月・８月のプログラム（案）について

	 〈クラブ奉仕委員長〉

	 〈プログラム委員長〉

４．クラブ協議会並びに懇親会について	 〈幹　事〉

	 〈親睦活動委員長〉

５．寄付金一覧表について	 〈幹　事〉

６．福祉・健康フェスティバルの協賛について

	 〈社会奉仕委員長〉

７．市民文化祭後援並びに協賛金について

	 〈社会奉仕委員長〉

８．万燈祭協賛について	 〈社会奉仕委員長〉

９．青少年交換学生の修学旅行について

〈新世代委員長〉

10．理事会申合せ事項について	 〈幹　事〉

11．その他

Ⅲ　会場監督の所見


